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まえがき

大阪大学産業科学研究所で助教を務

めております，王博文と申します．こ

れまで私は，大規模言語モデルをはじ

めとする人工知能技術を背景に，AIの

信頼性や説明可能性といったテーマを

中心に研究を進めてきました．今回，

このような形で随筆の執筆機会をいた

だき，改めて「今，自分は何を考えて

いるのか」，「どこに向かおうとしてい

るのか」を振り返るよい機会だと感じ

ています．

当初は，これまでの研究成果を整理

し，体系的に紹介することも考えまし

た．しかし，それ以上に本稿では，私

自身の中で近年強まってきた問題意識

や，研究関心の重心がどのように変化

しつつあるのかについて，率直に書い

てみたいと思うようになりました．そ

こで本稿では，大規模言語モデルをめ

ぐる研究経験を踏まえつつ，近年私が

特に関心を寄せている「人間とAIの協

同進化」という考え方について，自身

の研究や日常の実感と結びつけながら

紹介したいと思います．

研究内容について

近年，大規模言語モデルは，自然言

語理解や生成の分野において急速な発

展を遂げてきました．質問応答や要約，

翻訳といった従来のタスクにとどまら

ず，医療，都市分析，知識サービスな

ど，より複雑で文脈依存性の高い実世

界の課題にも応用され始めています．

こうした技術的進歩は，人工知能が人

間の知的活動に深く関与する段階に入

りつつあることを示しているように思

います．

私の最近の研究では（図1），大規模

言語モデルを単なる「正解を返すシス

テム」や「作業を効率化する道具」とし

て扱うのではなく，推論や判断，さら

には責任が伴う状況に関与する存在と

して捉えることを重視しています．現

実世界の問題，とりわけ医療や専門的

意思決定の場面では，入力される情報

は必ずしも完全ではなく，不確実性や

曖昧さを多く含んでいます．そのよう

な環境において，モデルがいかに高い

精度を示したとしても，その判断の根

拠が不透明であれば，人は安心してそ

れを受け入れることができません．例

えば，医療テキスト5）の理解や診断推

論の場面では，記述の不足や表現の揺

れ，さらには専門家間の見解の違いが

日常的に存在します．こうした状況下

で，大規模言語モデルが一見もっとも

らしい結論を提示したとしても，「な

ぜその結論に至ったのか」，「どの情報

が決定的だったのか」，「判断に迷いは

なかったのか」といった点が明らかで

なければ，その出力を人間が適切に評

価し，修正することは困難です．

しかし，研究や開発の現場では，し

ばしば性能指標の向上が最優先され，

その背後にある判断過程や前提条件へ

の目配りが後回しにされがちです．私

自身も，こうした流れの中で研究を進

める一方で，「このモデルの判断は，

どこまで信頼してよいのだろうか」，

「人はこの判断にどう関与できるのだ

ろうか」といった問いを，次第に強く

意識するようになりました．こうした

研究経験を通じて，私は次第に，AIの

性能向上そのものだけでは，現実世界

での長期的な活用や社会的な信頼の確

立には充分ではないと感じるようにな

りました．

AIを人間の判断や価値観から切り離

された存在として設計するのではなく，

人間がその振る舞いを理解し，対話し，

ときに立ち止まらせることのできる存

在として位置づける必要があるのでは

ないか．そのような問題意識が，私の

研究の中心に据えられるようになって

いったのです．現在の研究では，大規

模言語モデルに対して，知識の構造化

や推論過程の可視化といった要素を組

み合わせることで，モデルが「何を答

えたか」だけでなく，「どのように考え

たか」を人間と共有できる仕組みを模

索しています．これは，AIにすべてを

任せるための技術ではありません．む

しろ，人間がAIの判断に関与し続ける

ための余地を残し，人とAIが同じ問題

空間を見渡しながら考えるための基盤

を整える試みだと考えています．

AI研究に惹かれたきっかけ
と，これまでのキャリア

振り返ってみると，私が現在取り組

んでいる大規模言語モデルを中心とし

た研究は，決して最初から明確な目標
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として定まっていたわけではありませ

ん．むしろ，その時々に直面した課題

に導かれる形で，少しずつ研究の関心

が移り変わってきたように思います．

研究の初期段階では，コンピュータビ

ジョンや医用画像解析，説明可能人工

知能といった分野に取り組み，モデル

が下した判断を人間がどのように理解

し，納得できる形で提示できるのかと

いう問題に向き合ってきました．当時

の関心は，「精度を上げること」そのも

のよりも，「その判断はどのような根

拠に基づいているのか」，「人はそれを

どう受け取るのか」といった点にあり

ました．

特に印象に残っているのは，医師や

医療研究者との共同研究を通じて得た

経験です．医療の現場では，人工知能

が高い性能を示したとしても，その判

断理由が説明できなければ，実際の意

思決定に用いられることはほとんどあ

りません．「なぜこの結果になったの

かを説明できないのであれば，参考意

見としても使いにくい」－－そうした

率直な言葉に触れる中で，私は，人工

知能にとって説明可能性は付加的な機

能ではなく，信頼を成立させるための

前提条件なのだと強く実感しました．

こうした経験は，後に推論型の大規模

言語モデルへと研究関心を広げていく

上で，重要な土台となっています．

大規模言語モデルの能力が急速に向

上し，流暢で自然な文章を生成できる

ようになるにつれ，私は次第に，別の

種類の違和感を覚えるようになりまし

た．それは，「あまりにも自然に答え

すぎてしまうこと」への違和感です．

モデルがもっともらしい答えを即座に

提示できる一方で，その背後にある推

論の過程や，不確実性に対する態度は

必ずしも明示されません．そのとき私

は，「流暢に答えられること」以上に，

「なぜその答えに至ったのかを説明で

きること」，そして場合によっては「今

は答えるべきではないと判断できるこ

と」が，実世界でAIが人と協働するた

めには不可欠なのではないかと考える

ようになりました．

この問題意識は，AIを完全に自律し

た存在として設計するのではなく，人

間の関与を前提とした知能として設計

する方向へと，私の研究を導いていま

す．AIがすべてを決めるのではなく，

人間が問いを立て，判断の責任を担い，

その過程をAIと共有する．そのような

関係性の中でこそ，人工知能は初めて

現実の社会に根付いていくのではない

か－－そうした考えが，現在の研究活

動の根底にあります．

研究者としての日々

研究者としての日常は，論文執筆や

実験だけで成り立っているわけではあ

りません．私の一日は，学生や共同研

究者との議論から始まり，研究テーマ

の方向性や仮説の妥当性について考え

ることに多くの時間を費やしていま

す．「この問いは本質的なものか」，

「現実の問題とどのようにつながって

いるのか」，「人間が最終的に判断すべ

き部分はどこに残すべきか」といった

点を，日々問い直しています．
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図1 私の研究テーマ



また，国内外の学会や研究会に参加

し，さまざまな分野の研究者と意見を

交わすことも，研究活動の重要な一部

です．AIに関する議論は急速に進んで

おり，異なる立場や分野の研究者との

対話を通じて，自分自身の問題意識が

整理されたり，新たな視点を得たりす

ることが少なくありません．発表や質

疑応答を通じて，自身の研究の位置づ

けを客観的に見直す貴重な機会にも

なっています．研究室内では，学生と

の日常的なミーティングを通じて，研

究の進め方そのものについても一緒に

考えています．結果だけでなく，どの

ような思考過程を経て結論に至ったの

かを共有することで，研究を「一人で

進めるもの」ではなく，「対話を通じて

深めていくもの」として捉えることを

大切にしています．

こうした日々の活動を通じて，私は

AIを単なる自動化の道具としてではな

く，人間の思考や議論を豊かにする協

働的な存在として位置づけたいと考え

ています．人と人との議論にAIが加わ

ることで，研究の探索空間が広がり，

これまで見過ごされてきた問いに気づ

くきっかけが生まれる．そのような研

究環境を実現することが，私自身の目

標の一つです．

むすび

技術が高度化するほど，その使われ

方や向き合い方が問われるようになり

ます．AI研究に携わる中で，私自身も

また，答えを出すこと以上に，考え続

ける姿勢の重要性を意識するようにな

りました．人とAIが同じ問いに向き合

い，異なる立場から補い合う関係を築

くことができれば，研究の営みそのも

のも，より開かれたものになっていく

はずです．今後もそうした関係性を丁

寧に探りながら，静かに研究を積み重

ねていきたいと思います．
（2026年1月17日受付）
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きらり。中のヒト（第26回）★王　博文

日常生活からビジネスシーンに至るまで，AIは驚くべきスピー

ドで社会に浸透しています．AIは多くの利便性をもたらす一方で，

フェイク画像や動画の流出，著作権侵害，プライバシー侵害，偏

見の助長など，さまざまなリスクや社会問題も引き起こしていま

す．私たち一人ひとりが，今後AIとどのように向き合い，社会生

活をより豊かなものにしていくかが問われています．

本書は，「技術としてのAI」，「心の哲学としてのAI」，「社会

の中のAI」という三つの観点から構成されています．技術解説

にとどまらず，AIがもたらすリスクや，AIと人間・社会との関

係，さらには未来社会における在り方までを幅広く扱っており，

多角的で立体的にAIを捉えられる点が大きな魅力です．

0～1章の導入では，生成AIが今日の社会にもたらしている

影響を整理しながら，AIを考える上での重要な着眼点や課題が

提示されています．続く2章以降では，AIの歴史をさかのぼり，

技術の進展や開発の背景をテンポよく解説しています．初期の

AI研究から，パターン認識，機械学習，ニューラルネットワー

ク，自然言語処理，そして大規模言語モデルによる生成AIに至

るまで，専門用語の解説を交えつつわかりやすく網羅されてお

り，AI技術者にとっての知識の再整理はもちろん，これからAI

技術を体系的に学びたい読者にとっても有用な入門書となって

います．

本書の特徴は，技術的側面にとどまらず，AIと人間，社会と

の関係性，さらには未来の関係までを展望している点にありま

す．8章以降では，AIが意識や感情を持ち人間になれるかとい

う問いを哲学的に考察するとともに，AIガバナンスの在り方や，

AIが民主主義を脅かすといった言説を取り上げながら，未来社

会における人間とAIの関わりについて冷静に分析し，示唆に富

んだ指針を示してくれます．

本書は，これからAIを本格的に学ぼうとする人だけでなく，日

常的に何気なくAIを使い始めた人にとっても，AIと人とのより

良い関わり方を考えるきっかけを与えてくれる一冊と言えます．
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